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【手続補正書】
【提出日】平成28年1月29日(2016.1.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のデータセンターオブジェクトを収容するデータセンター内の熱力学的挙動を計算
する方法であって、前記方法が、
　（ａ）前記データセンターオブジェクトのそれぞれの物理的および論理的特性を取得す
るステップと、
　（ｂ）前記データセンターの物理的および論理的特性を取得するステップと、
　（ｃ）前記データセンターオブジェクトおよび将来のデータセンターオブジェクトの追
跡に関するデータを取得するステップと、
　（ｄ）前記データセンターの環境条件情報を取得するステップと、
　（ｅ）ステップ（ａ）乃至（ｄ）で取得された情報に基づいて、対応する第１の計算流
体力学（ＣＦＤ）モデルが利用可能であるか否かを判断するステップと、
　（ｆ）前記第１のＣＦＤモデルが利用可能であるとき、前記第１のＣＦＤモデルを使用
して第１のＣＦＤデータ出力パケットを生成するために、ＣＦＤ分析要求パケットをＣＦ
Ｄ解決モジュールに送信するステップであって、前記ＣＦＤ分析要求パケットはステップ
（ａ）乃至（ｄ）で取得された前記情報を含み、前記第１のＣＦＤデータ出力パケットは
前記データセンターの予測された熱力学的挙動モデルを含む、ステップと、
　（ｇ）前記対応する第１のＣＦＤモデルが利用可能でないとき、第２のＣＦＤモデルを
生成し、前記第２のＣＦＤモジュールを使用して、第２のＣＦＤデータ出力パケットを生
成するために、前記ＣＦＤ解決モジュールに指示するように、ＣＦＤモデル要求パケット
を前記ＣＦＤ解決モジュールに送信するステップであって、前記ＣＦＤモデル要求パケッ
トはステップ（ａ）乃至（ｄ）で取得された前記情報を含み、前記第２のＣＦＤデータ出
力パケットは前記データセンターの予測された熱力学的挙動モデルを含む、ステップと、
　（ｈ）前記第１又は第２のＣＦＤデータ出力パケットを生成すると、前記第１又は第２
のＣＦＤモデルの較正を検証するために、オプションを提示するステップと、
　（ｉ）前記第１又は第２のＣＦＤモデルのそれぞれの較正を検証するための前記オプシ
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ョンが選択されないとき、前記データセンターの前記予測された熱力学的挙動モデルを視
覚的に表すステップと、
　（ｊ）前記第１のＣＦＤモデルの前記較正を検証するための前記オプションが選択され
ているとき、前記第１のＣＦＤデータ出力パケットをモジュールに送信するステップであ
って、前記モジュールは、前記第１のＣＦＤデータ出力パケットを使用して前記第１のＣ
ＦＤモデルを更新する、ステップと、
　（ｋ）前記第２のＣＦＤモデルの前記較正を検証するための前記オプションが選択され
ているとき、前記第２のＣＦＤデータ出力パケットを前記モジュールに送信するステップ
であって、前記モジュールは、前記第２のＣＦＤデータ出力パケットを第３のＣＦＤモデ
ルとして保存する、ステップと、
　（ｌ）前記更新された第１のＣＦＤモデルから更新された第１のＣＦＤデータ出力パケ
ットを出力するか、又は、前記第３のＣＦＤモデルから第３のＣＦＤデータ出力パケット
を出力するステップであって、前記更新された第１のＣＦＤデータ出力パケットおよび前
記第３のＣＦＤデータ出力パケットのそれぞれは、前記データセンターの予測された熱力
学的挙動モデルを含む、ステップと、
　（ｍ）前記更新された第１のＣＦＤデータ出力パケット又は前記第３のＣＦＤデータ出
力パケットに基づいて、前記データセンターの前記予測された熱力学的挙動モデルを前記
データセンターの実際の熱力学的挙動と比較するステップと、
　（ｎ）前記比較があらかじめ定義された閾値の範囲内であるとき、前記更新された第１
又は第３のＣＦＤモデルのそれぞれが較正されていると判断し、ステップ（ｄ）に戻るス
テップと、
　（ｏ）前記比較が前記あらかじめ定義された閾値の範囲外であるとき、前記更新された
第１又は第３のＣＦＤモデルのそれぞれが較正されていないと判断し、ステップ（ａ）に
戻るステップと
を含む、方法。
【請求項２】
　前記ステップ（ａ）乃至（ｄ）のうちの少なくとも１つが、少なくとも１つの発見機器
によって、
　前記データセンターオブジェクトおよび前記データセンターのそれぞれの前記物理的お
よび論理的特性と、
　前記データセンターオブジェクトおよび将来のデータセンターオブジェクトの前記追跡
に関する前記データと、
　前記データセンターの前記環境条件情報と
　を動的に取得することを含む、請求項１に記載の方法。
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